
（別記様式第１２号）（第３の８関係）

（南信州地域）

事業名 住民による国際協力活動の次世代への継承事業

事業主体 交流と学びの会

（連絡先）

事業区分 (1)地域協働の推進に関する事業

事業タイプ ソフト

総事業費 443,261　円

事　業　内　容

　　　事　業　内　容

事　業　効　果

今後の取り組み

令和元年度（平成31年度）　地域発 元気づくり支援金事業総括書

※自己評価【B】

【理由】

編集作業を通じて、あらためて活動の

重要性を認識するとともに、記念誌を

活用した学習会のアイディアにつな

がった。

【目標・ねらい】

①これまでの活動を振り返る編集作業

を学習の機会とし、今後の活動の充実

につなげる。

②改めて、「地域自治」について考え

る機会とする。

③活動を発信することで、次世代へ自

治活動の大切さを伝える。

①22回の編集作業を通じて、あらためて主体的な活動の重要性を

認識し、それぞれの活動が活発化している。

②講演会とグループワークによる学習会では、帰属意識の低下や

つながりの希薄化などの課題について話し合い、「自治」につい

て考え合うことを通して、あらためて自身のあり方について考え

た。

③記念誌や活動記録を地区文化祭や国際交流事業で展示発表する

ことにより、一般住民や高校生に対して、活動や自治意識の重要

性を伝えることができた。

①記念誌編集委員会の開催（22回）

②記念誌の発刊

③記念誌の配布（図書館・公民館・中学・高校など）

④学習会の開催

⑤文化祭での展示発表（竜丘11/9,10 上久堅11/10～17 駄科

2/2）

⑥「国際交流の夕べ」の参加

⑦高校生への国際交流に関係する学習会

・さらに、記念誌を活用した学習会や各団体相互の情報交換を通じて、今後の活動を充実させていくととも

に、自治意識のさらなる向上に貢献していく。

（活動写真）

【 編集作業 】


